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ヒットソング歌詞の変遷














算 958 曲だった．ヴァイナルディスク時代にはいわゆる A 面に収録された曲
がほとんどだったが，まれにいわゆる両 A 面ディスクも存在した．コンパク
トディスク時代になりマキシシングルが一般化すると，3 ～ 5 曲入りで，しか








では SPSS/IBM 社の Text Analytics 4.0 日本語版，および実用に足るシェア
ウェアとして定評がある R-MeCab を用いる．テキストマイニングについてや
や詳しい解説としては左古 (2010:73-76) がある．2)
　コーパスは 5 種 15 点を作成した．1968 年から 2013 年までの全ての歌詞を







ソフトの 1 セルに 1 曲を流し込み，文末に何年の何位の曲の歌詞なのか分かる
よう符号を挿入した．例えば「■ 7001」という符号があれば〈1970 年の第 1 位〉
つまり『黒猫のタンゴ』と分かる．4) 意味のまとまりをある程度保ちながら，
共起分析をおこないやすくするため，1 セルの文字数を 60 字プラスマイナス
20 字程度に制限した．改行は明らかに句点を挿入できる部分でおこなった．5)
以上により 8,052 行からなる全体コーパスが完成した．956 曲を 8,052 行に分
けたということは，1 曲あたりの行数は平均約 8.42 という計算になる．
　本稿が 1968 年を考察の始点とするのは，それがオリコン社によるシングル
年間売上枚数の公表が始まった年だからである．見田 (1978) の範囲は 1868 年
から 1963 年だから，1964 年から 1967 年までの 4 年間の空白ができてしまうが，
本稿はそれが障害とならないきわめて一般的な水準に存する諸事実をまず明ら
かにしたうえで，細部に下りて分析をおこなってゆく．見田 (1978) は 1868 年
から 1963 年までを 7 年毎に区切って歌詞の変化を追跡しているのだが，本稿




























































































う．1 曲が 8.42 行から成ることから考えれば，全行のうち 21.9% とは，1 曲あ
たり平均 2.6 回以上も「恋愛」が出現している計算になるのだからである．
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　主要 4 カテゴリーに次ぐ頻出第 5 位から第 10 位は「夜」(909 行 )，「夢」
(735 行 )，「手指・腕」(637 行 )，「命・人生」(599 行 )，「わらい」(570 行 )，「光・
輝き」(563 行 ) である．第 11 位から第 20 位は，「歌」(540 行 )，「胸」(515 行 )，「わ
かれ」(514 行 )，「二人」(509 行 )，「風」(486 行 )，「涙」(469 行 )，「あう」(461
行 )，「ひとり・孤独」(443 行 )，「泣く」(436 行 ) である．
　【表 2】は全体コーパスにおける最頻出カテゴリー 1 位から 20 位までが他の
どのカテゴリーと頻繁に共起したかを示している．20 カテゴリーのうち 17 カ
テゴリーまでが，ヒットソングの基本構造を成す主要 4 カテゴリーが共起トッ
プ 4 位までを占めている．そうでない残り 3 カテゴリーでも主要 4 カテゴリー






「明日」(303 行 )，「昼」(247 行 )，「永遠・無限」(275 行 )，「夏」(238 行 )，「未来」
(200 行 )，「朝・夜明け」(178 行 )，「過去」(105 行 )，「夕方」(92 行 )，「今・現在」





二人称 3058 一人称 2572 恋愛 1766 気持ち 1665 夜 909 夢 735 手指・腕 637 命・人生 599 わらい 570 光・輝き 563
一人称 1335 二人称 1335 二人称 844 二人称 730 二人称 386 二人称 312 二人称 290 一人称 256 二人称 295 二人称 261
恋愛 841 恋愛 669 一人称 671 一人称 600 一人称 303 一人称 251 一人称 224 二人称 228 一人称 225 一人称 199
気持ち 730 気持ち 600 気持ち 454 恋愛 451 恋愛 217 恋愛 171 恋愛 146 恋愛 149 気持ち 117 気持ち 145
夜 386 夜 303 夜 218 夜 211 気持ち 211 気持ち 163 気持ち 142 気持ち 118 恋愛 108 夜 136
夢 312 命・人生 256 二人 176 胸 195 今日・今夜 161 夜 116 目 81 ひとり・孤独 64 泣く 72 恋愛 106
わらい 295 夢 251 胸 173 夢 163 光・輝き 136 胸 83 夢 76 壮大な情景 64 手指・腕 68 目 85
手指・腕 290 わらい 225 夢 173 光・輝き 145 夢 116 手指・腕 76 夜 68 二人 61 夢 54 手指・腕 64
光・輝き 261 手指・腕 224 命・人生 150 手指・腕 142 歌 111 二人 60 わらい 68 夢 58 夜 53 風 59
あう 260 胸 205 手指・腕 147 わかれ 122 二人 106 光・輝き 59 光・輝き 64 夜 55 あう 49 夢 59
二人 240 目 204 歌 143 目 120 あう 97 涙 58 二人 45 泣く 51 涙 49 空 54
歌 540 胸 515 わかれ 514 二人 509 風 486 涙 469 あう 461 ひとり・孤独 443 泣く 436 海の情景 430
二人称 207 二人称 231 二人称 229 二人称 240 二人称 168 二人称 174 二人称 260 二人称 199 二人称 207 二人称 164
一人称 190 一人称 205 一人称 174 恋愛 175 一人称 160 一人称 130 恋愛 130 一人称 178 一人称 194 一人称 119
恋愛 143 気持ち 195 恋愛 132 一人称 153 恋愛 99 恋愛 117 一人称 127 気持ち 114 恋愛 97 恋愛 92
夜 111 恋愛 172 気持ち 123 夜 106 気持ち 98 気持ち 84 気持ち 120 恋愛 112 気持ち 88 気持ち 88
気持ち 111 夢 83 夜 81 気持ち 106 海の情景 69 夜 81 夜 97 夜 80 夜 85 風 69
ダンス 76 夜 67 あう 69 命・人生 61 色彩 65 わかれ 63 わかれ 69 命・人生 64 わらい 72 夜 63
夢 54 わかれ 49 涙 64 夢 60 光・輝き 59 夢 58 夢 56 泣く 59 ひとり・孤独 59 固有名 51
光・輝き 44 抱く 45 二人 57 わかれ 56 夜 58 かなしみ 54 二人 55 涙 53 涙 54 光・輝き 48
胸 41 熱い 42 夢 50 あう 55 夢 53 泣く 54 わらい 49 夢 52 命・人生 51 夏 48
手指・腕 40 光・輝き 41 胸 49 思い出す 48 手指・腕 45 ひとり・孤独 53 命・人生 48 あう 42 夢 46 二人 46
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「雨」(216 行 )，「雪」(80 行 )，「晴れ」(57 行 )，「嵐」(40 行 ) などがある．「晴れ」
よりも「雨」が好まれていることが分かる．
　「わらい」，「涙」，「ひとり・孤独」，「泣く」に次いで感情や心境を直接的に
表現するカテゴリーとしては，「好き」(288 行 )，「まよい・まどい」(286 行 )，「か
なしみ」(279 行 )，「信じる」(250 行 )，「やさしさ」(247 行 )，「しあわせ」(221
行 )，「さびしさ」(143 行 )，「勇気・元気」(138 行 )，「いたみ」(134 行 )，「せ
つなさ」(116 行 )，「おそれ・おびえ」(111 行 )，「きれい」(89 行 )，「あきらめ」
(83 行 )，「つらさ」(80 行 )，「うくつしい」(78 行 )，「すてき」(76 行 )，「くるしみ」
(75 行 ) などが頻出する．ポジティブな心情とネガティブな心情に分けて比較
してみると，ネガティブな心情の表明のほうが頻出しており，かつその表現が
細やかに分化していることが分かる．











る曲が占める割合は大正 13(1924) 年から昭和 12(1937) 年までのあいだに初め
て 70% を超え，戦中の文化統制による落ち込みを挟んで，昭和 20(1945) 年か
ら昭和 38(1963) 年までのあいだはコンスタントに 70% を超えるようになった．

















　見田 (1978) の冒頭を飾るのは，ネガティブな心情の 1 つである「怒り」に関
するドラマティックな考察だ．それによれば，「怒り」は流行歌のなかで必ず








「やけ」は 1 行もない．「自棄」も存在しない．「なげやり」は 1 行，「あきらめ」


















立した．第 1 に一人流す「涙」，第 2 に厳しい世間と運命のなかでようやくつ
かんだ愛を失う「涙」，第 3 に規範的に禁じられてもあふれ出す「涙」である．
戦後，古い因襲から解放されドライになったと言われる日本人だが，流行歌に
おける「涙」は逆に顕著に増えている．これは第 2，第 3 の「涙」が減衰して











1868 年からの 95 年間を通算すると 10％にも満たず，「涙」と比べると半分に
すぎない．しかし「喜び」には高揚期がかつて二度あり，見田の推測によれば
























　1968 年以降のヒットソングに，語句としての「未練」は 14 行にしか出現し
ない．「後悔」（悔い，悔しさ，後悔）と合計しても 54 行，さらに「あきらめ」
を加えても 131 行にすぎない．「恋愛」が出現する 1,769 行には「未練」が 6 行（す







やはり 1 行も存在しない．「運命」(203 行 ) と「わかれ」(514 行 ) が共起する行
を抽出してみたところ，ようやく 15 行の存在が確認できるが，歌詞までおり
て確認してみると，これらのうち「義侠」に近い意味を有するとみなせるのは













569 行，全行に占める割合は 7.1%，1 曲あたり 0.84 回以上出現している計算に
なる．見田が 1868 年からの 95 年間に「孤独」「淋しさ」を歌った流行歌の割
























　【表 1】（本稿末尾）には全体コーパスを 5 年毎に切り分けた 10 個の部分コ
ーパスの各々において，諸カテゴリーの頻出順位と出現頻度を測定し，時系列
に並べた．5 年毎の切り分けはもちろん純粋に便宜的なものである．増減の事
実の判定においては，出現のトップがボトムの 1.8 倍以上あり，5 期間以上に
渡って増大している場合を増大とし，出現のトップがボトムの 1.8 倍以上あり，
5 期間以上に渡って減少している場合を減少とした．5) この表から以下の 10 点
が指摘できる．
　【3-1a】「二人称」「一人称」「恋愛」「気持ち」はどの年代においても極めて






























４．恋愛の大局的な変遷　60 年代後半から 80 年代後半



























の特徴と言えるのは 3 つのケース，すなわち 60 年代後半から 80 年代後半にか
けて減っている場合，80 年代後半から 00 年代後半まで安定していない場合で
あろう．
　【表 3】をみると，60 年代後半から 80 年代後半にかけて右肩下がりに減って

















　60 年代後半から 80 年代後半までのあいだに，「恋愛」と「走駆」，あるいは
「恋愛」と「翼・飛ぶ」が共起するのは 49 行である．このうち「慕情」として
















る（00 年代前半には 8 行となっているが，実際には 3 曲における連呼である）．
　【表 3】をみると，「地名」の減少と入れ替わりに，「壮大な情景」（「地上」「地球」



































　90 年代以降 00 年代前半にかけて「壮大な情景」は計 27 行に出現している．
うち 13 行は 80 年代後半的な〈あなたが世界一〉と同様の用法であるが，その
他に，主人公の意志から切り離された〈客観的な環境〉を意味するのが 5 行，〈地
球へのいたわり〉を述べるのが 4 行，判別不能なのが 5 行あらわれる．
　00 年代後半「壮大な情景」は計 12 行に出現している．〈地球へのいたわり〉
が 5 行，〈客観的な環境〉が 3 行，〈あなたが世界一〉が 1 行ある．その他に，
新たに 3 行，〈愛せない世界〉という不思議な用法があらわれる．
　10 年代前半「壮大な情景」は計 23 行に出現している，〈客観的な環境〉が 7 行，
〈あなたが世界一〉が 4 行，〈地球へのいたわり〉が 1 行ある．〈愛せない世界〉
は消滅した．これらのほか 11 行において〈世界はキミを許している，受け容
れている〉という，〈愛せない世界〉とは逆のメッセージが出現している．


























　恋愛コーパスにおいて「命・人生」が出現するのは 46 年間の合計で 138 行（【表
3】参照）である．70 年代前半に第 1 の量的ピーク（22 行），00 年代前半に第
2 のピーク（23 行）があり，そのあいだの 80 年代後半にボトムがある．歌詞
を確認してみると，昭和の「恋愛」流行歌にあるような〈命賭けの恋〉を明ら














































５．恋愛の大局的な変遷　80 年代後半から 00 年代後半











































の異なる表現である．「永遠・無限」は 80 年代後半までに 25 行，90 年代前半











































































































































　 す で に【2-3】
に少しふれたと
おり，1968 年か




106 行，「煩悶」メタカテゴリーに該当するのは 839 行である．【表 10】は各メ
タカテゴリーの出現行数の，クロノロジカルな変化をあらわした．「加害」メ
タカテゴリーは各年代に比較的均等に分布しており，「煩悶」メタカテゴリー
には 2 つのピークがあったことが分かる．80 年代前半と 00 年代後半である．
　【表 11】は「加害」の内訳，【表 12】は「煩悶」の内訳をあらわしている．「煩
悶」の 2 つのピークを作ったのが，いずれも「かなしみ」であったことが分かる．
　46 年間に 279 行ある「かなしみ」を〈別れ・失恋のかなしみ〉，〈かなしま
ないで〉，〈うれしさもかなしさも〉，〈孤独のかなしみ〉，〈会えないかなしみ〉，
〈愛することのかなしみ〉，〈わたしはあなたをかなしませない〉，〈その他〉に




















60s後 70s前 70s後 80s前 80s後 90s前 90s後 00s前 00s後 10s前
加害 6 24 20 29 20 25 11 7 49 10
煩悶 25 45 58 86 118 25 98 93 110 79
【表11】　加害メタカテゴリーの内訳
60s後 70s前 70s後 80s前 80s後 90s前 90s後 00s前 00s後 10s前
いかり 0 3 1 1 3 0 2 2 0 2
うらみ 1 4 2 2 0 0 0 0 0 1
にくしみ 1 4 6 1 4 5 3 1 4 2
きらい 4 12 0 6 8 2 3 4 2 3
嫉妬 0 1 11 19 5 18 3 0 43 2
【表12】　煩悶メタカテゴリーの内訳
60s後 70s前 70s後 80s前 80s後 90s前 90s後 00s前 00s後 10s前
かなしみ 3 6 21 40 38 2 27 28 5 24
さびしさ 4 7 19 15 22 3 13 9 19 6
いたみ 2 0 7 11 11 0 10 26 22 11
せつなさ 6 14 3 5 23 3 15 17 17 7
あきらめ 2 4 1 2 5 10 5 6 19 20
つらさ 7 13 1 1 8 4 12 4 8 6





































































60s後 70s前 70s後 80s前 80s後 90s前 90s後 00s前 00s後 10s前
よろこび 819 467 519 342 314 356 602 616 554 302
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メタカテゴリーの出現行数を当該部分コーパスの行数で除し，10,000 を乗じて
求めた出現頻度指数を示している．60 年代後半と，90 年代後半から 00 年代前
半にかけて，2 つの量的ピークがあることが分かる．





　90 年代後半から 00 年代前半にかけて該当する 129 行のうち，「しあわせ」
は 60 行，「よろこび」は 24 行，「うれしさ」は 23 行，「たのしみ」は 22 行で
ある．60 行の「しあわせ」のうち〈二人でいきる（いきた）しあわせ〉を歌
っているのは 22 行にすぎず，〈しあわせになりたい・あなたをしあわせにした


















るいは「さびしさ」を含むのは 569 行，1 曲あたり 0.84 回以上出現している計
算になり，ヒットソングにおける「孤独」という主題は流行歌時代よりも重要
性を増していると考えられる．しかし「望郷」との共起は 4 行にすぎず，「田舎」




ヒットソングの基本構造をなす 4 大カテゴリーつまり「二人称」(254 行 )，「一







































































5) なお，以下に指摘した 10 点の事実は，3 年毎の切り分けでも，7 年毎の切り分けて
も同じようにあらわれたものだけに限定した．






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 The purpose of this paper is to describe the chronological changes that have been 
occurring in Japanese hit song lyrics through the years 1968-2013.  In so doing we 
articulate the historical significance of Munesuke MITA’s work A History of Modern 
Japanese Mentality (1978). 
 To achieve this aim, we employ text-mining approach. Text-mining is the 
computer-assisted statistical analysis of natural language text.  First we make a data-set 
that includes 956 hit song lyrics from 1968 to 2013 –16.2MB in ASCII text format--. 
Second, we articulate frequently-used words (or categories) and their co-appearances 
in the corpus. Third we connect the result of our analysis with Mita’s, and inquire into 
the sociological implications of our analysis. 
 Throughout the 46 years, the top 4 frequently-used categories have been almost 
dominated by ‘love’, the first person pronouns, the second person pronouns, and ‘mind’. 
That is to say the biggest and the most enduring subject of the Japanese hit song lyrics 
is ‘the love affair between you and me’, or ‘my feelings to be in love with you’.  And 
the chronological analysis shows 3 trends. 1) The ‘rain’ stopped and the ‘wind’ blows 
in the ‘sky’.  2) The source of ‘light’ was altered from the ‘burning’ fire to electric 
bulbs or diodes.  3) The adult indulgences (alcohol and nicotine) came to be excluded.  
 We can glimpse the major qualitative changes in the love songs by calculating 
the co-appeared categories with ‘love’ in chronological order.  In the upshot, we 
find 5 trends. 1) The scene where the lovers love each other was transformed from 
some particular place to quite abstract and over-sublime situations.  2) Love lost the 
association with ‘death’ and ‘family’.  3) The decreasing value of the face-to-face 
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relationship between the lover and the loved in past and present, and the growing 
importance of imaginary and unilateral affection to somebody who does not yet 
encounter.  4) In relation with ‘love’, the meanings of ‘happiness’ came to be diverse 
other than the success of ‘love’. 5) The implication of ‘fate’ was reversed from the 
disappointing separation to the delightful rendezvous of the lovers. 
 Mita’s analysis showed the structuring process of the Showa’s popular song that 
was crystallized in Masao Koga’s lyrics. It was synchronized with the take-off process 
of Japanese modern capitalism and national mobilization. Our analysis took Mita’s 
analysis over, and sketched the major changes in the Heisei’s hit songs and its historical 
situation that could be characterized as the mass consumption era. 
